
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 

時 

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
六
日
（
月
）
十
六
時
三
十
分
～
十
七
時
三
十
分
ま
で 

会 

場 

本
願
寺
新
潟
別
院
（
子
ど
も
六
十
名
・
ス
タ
ッ
フ
十
八
名
参
加
） 

内 

容 

お
つ
と
め(

重
誓
偈)

・
法
話
・
腕
輪
念
珠
・
プ
ラ
板
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り 

 

「
子
ど
も
報
恩
講
を
通
し
て
」 

巻
組 

安
養
寺
住
職 

堂
谷 

弘
頌 

こ
の
度
、
六
月
二
十
六
日
に
新
潟
別
院
の
子
ど
も
報
恩
講
に
ご
法
話
の
ご
縁
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

話
し
始
め
る
と
、
子
ど
も
達
は
思
っ
た
以
上
に
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
て
い
る
ん
だ

と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
に
向
け
て
の
ご
法
話
な
の
で
、
大
人

に
話
す
の
と
同
じ
よ
う
に
と
い
う
訳
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
言
葉
遣
い
や
専
門
用
語

は
極
力
使
わ
な
い
な
ど
、
様
々
な
配
慮
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
達
が
身
近
な

日
常
生
活
で
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
例
に
し
な
が
ら
話
す
こ
と
に
注
意
し
ま
し
た
。 

話
す
内
容
は
、
浄
土
真
宗
の
ご
法
義
で
す
か
ら
、
阿
弥
陀
様
が
「
私
を
浄
土
に
生

ま
れ
さ
せ
、
仏
と
す
る
」
と
い
う
ご
本
願
を
私
の
心
に
据
え
て
、
間
違
い
な
く
お
伝

え
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
話
を
進
め
ま
し
た
。 

そ
の
後
子
ど
も
達
に
は
、
腕
輪
念
珠
作
り
と
プ
ラ
板
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
で
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
土
産
に
、
各
自
が
作
っ
た
も
の
と
お
菓
子
、
帰
宅
後
に

家
族
の
方
に
読
ん
で
も
ら
え
る
報
恩
講
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
住
職
と
し
て
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
今
回
の
経
験
を
活
か

し
て
活
動
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『
青
年
布
教
使
大
会
に
つ
い
て
』 

 

新
潟
教
区
布
教
団
副
団
長 

巻
組
源
昌
寺
住
職 

前
田 

昌
光  
 

七
月
二
十
七
日
、
新
潟
別
院
に
お
い
て
青
年
布
教
使
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
門
信
徒
が
多
数
ご
聴
聞
の
中
、
二
人
の
青
年
布

教
使
の
方
か
ら
ご
法
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

布
教
使
に
と
っ
て
机
上
と
実
践
で
は
大
き
く
違
い
ま
す
。
そ
の

場
の
雰
囲
気
や
相
手
の
表
情
は
机
上
で
学
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
門
信
徒
と
向
き
合
っ
て
法
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
実

践
を
通
し
て
初
め
て
、
い
か
に
は
っ
き
り
と
わ
か
り
や
す
く
、
み

教
え
を
お
伝
え
で
き
る
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
青
年
布
教

使
に
と
っ
て
実
践
の
学
び
が
不
足
す
る
中
、
こ
の
よ
う
な
会
が
あ

る
こ
と
で
大
き
な
経
験
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
終
了
後
に
布
教
団
で
講
評
が
あ
り
、
布
教
使
同
士
の
意
見

を
交
わ
す
貴
重
な
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

今
後
、
一
過
性
で
な
く
継
続
性
を
も
っ
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
青
年
布
教
使
の
経
験
の
場
と
な
り
、
お
互
い
研
鑽
を
積
む

活
動
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

参
加
者
の
声 

『
青 

年 

布 

教 

使 

大 

会
』 

 

元
上
組
明
鏡
寺
門
徒 

若
月 

ト
シ
さ
ん 

洪
野
さ
ん
は
新
潟
別
院
の
謝
恩
講
と
明
鏡
寺
の
仏
教
婦
人

会
研
修
会
に
も
来
て
い
た
だ
い
た
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
回

数
を
増
す
ご
と
に
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
聞
き
や
す
い
お
話

に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
黒
田
さ
ん
は

ベ
テ
ラ
ン
の
布
教
使
さ
ん
の
よ
う
に
落
ち
着
い
て
お
話
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
お
二
人
と
も
例
え
の
お
話
が

と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
心
に
残
る
お
話
で
し
た
。 

元
上
組
託
念
寺
門
徒 

堀
井 

善
治
さ
ん 

 

お
二
人
と
も
素
晴
ら
し
い
お
話
で
し
た
。
特
に
黒
田
さ
ん

の
お
話
は
経
験
の
浅
い
若
手
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
落
ち
着

い
て
い
て
、
心
に
響
く
法
話
で
し
た
。
ま
た
、
一
点
気
付
い

た
事
と
し
て
、
今
回
に
限
ら
ず
で
す
が
、
僧
侶
の
方
々
は
板

書
の
字
は
奇
麗
な
の
で
す
が
、
漢
字
の
書
き
順
に
気
に
な
る

点
が
あ
り
ま
し
た
。 

与
板
組
雲
外
寺
門
徒 

丸
山 

正
義
さ
ん 

青
年
布
教
使
の
中
で
も
、
布
教
使
に
な
ら
れ
て
日
が
浅
い

若
手
の
方
が
講
師
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
お
二
人
と
も
詰

ま
る
事
も
無
く
、
し
っ
か
り
と
お
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

ご
法
話
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
何
よ
り
、

お
二
人
と
も
一
生
懸
命
に
話
さ
れ
て
い
た
事
が
非
常
に
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。 

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
七
日(

木)

十
四
時
か
ら
十
六
時
ま
で
、
新
潟
別
院
を
会
場
に
、
青
年
布

教
使
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
連
盟
総
会
や
研
修
会
・
実
践
運
動
各
組
巡
回
協
議
会
等
で
ご
案

内
し
、
布
教
団
役
員
・
講
師
・
教
務
所
職
員
も
ご
聴
聞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

洪
野 

明
子
さ
ん
（
本
願
寺
派
布
教
使
・
新
潟
組
金
照
寺
衆
徒
） 

黒
田 

宙 

さ
ん
（
本
願
寺
派
布
教
使
・
三
条
組
福
勝
寺
衆
徒
） 

講 

師 
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「
南
無

な

も

阿
弥
陀
仏

あ

み

だ

ぶ

つ

と
い
う
仏
さ
ま
」 

長
岡
組
西
福
寺
住
職 

高
橋 

純
明 

 

夏
に
地
上
に
出
て
き
て
夏
の
内
に
息
絶
え
る
蝉 せ

み

は
、
春
や
秋
と
い
う
季

節
の
様
子
を
識 し

り
ま
せ
ん
。
夏
に
地
上
に
出
て
く
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ

の
時
が
夏
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
夏
と
い
う
季
節
が
暑
い
と
い
う
こ
と
も

知
ら
な
い
と
い
い
ま
す
。
私
達
は
迷
い
の
中
に
在
り
な
が
ら
、
迷
い
の
中

に
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。
人
間
に
生
ま
れ
る
以
前
の
生
涯
も
、
こ
の

い
の
ち
が
終
わ
っ
た
先
の
こ
と
も
分
か
ら
な
い
私
達
は
、
今
が
迷
い
で
あ

る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
の
で
す
。 

仏
法
を
疑
い
、
仏
さ
ま
に
背
き
続
け
て
き
た
の
が
私
の
い
の
ち
の
歴
史

で
す
。
だ
か
ら
未
だ
に
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
迷
い
の
世
界
か
ら
抜
け
出

す
こ
と
が
出
来
な
い
ま
ま
、
人
間
の
い
の
ち
を
生
き
て
い
る
の
で
す
。 

私
の
一
切
の
迷
い
の
歴
史
を
見
尽
く
し
て
い
る
仏
さ
ま
は
、
ど
ん
な
に

背
か
れ
よ
う
と
も
飽
く
こ
と
な
く
絶
え
る
こ
と
な
く
私
に
係か

か

わ
り
続
け
、

私
の
ど
の
よ
う
な
迷
い
も
、
ど
の
よ
う
な
疑
い
も
破
り
尽
く
し
、
す
み
や

か
に
私
を
お
浄
土
に
生
ま
れ
さ
せ
、
お
さ
と
り
の
仏
さ
ま
と
成
ら
せ
る
に

間
違
い
な
い
と
、
喚 よ

び
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
す
が
た
が
、
今
私
の
上

に
届
い
て
い
る
南
無

な

も

阿
弥
陀
仏

あ

み

だ

ぶ

つ

で
す
。
私
の
い
の
ち
の
歴
史
の
一
切
を
問

わ
ず
、
私
の
い
の
ち
の
行
方
を
明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
あ
る
の
で
す
。 

こ
の
い
の
ち
が
尽
き
た
時
、
お
浄
土
に
ま
い
ら
せ
て
い
た
だ
き
阿
弥
陀

あ

み

だ

様さ
ま

と
同
じ
お
さ
と
り
の
仏
さ
ま
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
す
。
よ
か
っ
た

で
す
ね
、
南
無

な

も

阿
弥
陀
仏

あ

み

だ

ぶ

つ

の
仏
様
と
お
出で

遇あ

い
出
来
ま
し
た
。
よ
か
っ
た

で
す
ね
、
こ
の
次
は
お
浄
土
の
仏
さ
ま
で
す
。 

「
平
成
二
十
九
年
度
新
潟
教
区
門
徒
総
代
研
修
総
会
に
参
加
し
て
」 

地
蔵
堂
組
勝
敬
寺
門
徒 

山
岡 

重
雄 

日 

時 

平
成
二
十
九
年
六
月
十
四
日(

水)

十
三
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分 

会 

場 

本
願
寺
新
潟
別
院
（
参
加
者
四
十
八
名
） 

テ
ー
マ 

伝
灯
奉
告
法
要
ご
親
教
「
念
仏
者
の
生
き
方
」
に
学
ぶ 

講 

師 

上
戸 

聰
さ
ん 

（
新
潟
教
区
与
板
組
隆
泉
寺
住
職
） 

第
一
部
は
総
会
、
第
二
部
は
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
讃
仏
偈
の
お
つ
と
め
・
教
務
所
長
挨
拶
・
細
山
会
長
の

挨
拶
の
後
、
総
会
が
始
ま
り
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
・

決
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
二
十
九
年
度
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
―
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運

動
」
を
推
進
し
よ
う
―
を
重
点
目
標
と
し
、
今
年
度
の
新
潟

教
区
門
徒
総
代
研
修
会
は
地
蔵
堂
組
主
管
で
、
十
一
月
二
十

日(

月)

・
二
十
一
日(

火)

で
開
催
予
定
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
予
算
案
に
つ
い
て
も
説
明
が
な
さ
れ
、
全
員
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第
二
部
研
修
会
は
念
仏
者
の
生
き
方
に
つ
い
て
、
ご
門
主

様
の
ご
親
教
を
全
員
で
音
読
し
、
伝
灯
奉
告
法
要
に
お
参
り

し
て
の
ご
講
師
の
感
想
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
レ

ジ
ュ
メ
に
記
載
の
親
鸞
聖
人
御
消
息
は
、
私
に
と
っ
て
は
難

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
ご
講
師
よ
り
親
鸞
聖
人
の
ご
生
涯
、

幼
い
頃
か
ら
特
に
比
叡
山
で
の
修
行
に
つ
い
て
の
と
こ
ろ

を
、
心
情
や
感
想
を
交
え
、
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
わ
か

ら
な
か
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
の
で
、
最
後
に
ご
講
師
に
言
わ

れ
た
よ
う
に
、
い
た
だ
い
た
冊
子
（
伝
灯
奉
告
法
要
ご
親
教
「
念

仏
者
の
生
き
方
」
に
学
ぶ
）
を
読
ん
で
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
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〇
今
後
の
予
定 

ご
関
係
の
皆
様
の
、
多
く
の
ご
参
拝
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

・
第
三
十
七
回
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要 

日 

時 
 

平
成
二
十
九
年 

九
月
十
八
日
（
月
）
十
二
時
四
十
五
分
よ
り 

会 

場 
 

国
立
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
（
東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
二
） 

・
仏
教
婦
人
会
連
盟
実
践
運
動
研
修
会Ⅱ

 
 

日 

時 
 

平
成
二
十
九
年 

十
月
七
日
（
土
） 

会 

場 
 

本
願
寺
新
潟
別
院 

講 

師 
 

旭
堂 

さ
く
ら 

さ
ん
（
講
談
師
・
浪
曲
師
・
歌
手
） 

・
新
潟
別
院
謝
恩
講 

日 

時 
 

平
成
二
十
九
年 

十
月
二
十
三
日
（
月
）
・
二
十
四
日
（
火
） 

講 

師 
 

旭 
 

勲 
 

さ
ん
（
本
願
寺
派
布
教
使
・
新
潟
教
区
与
板
組
常
禅
寺
） 

 
 

 
 

 

堂
谷 

弘
頌 

さ
ん
（
本
願
寺
派
布
教
使
・
新
潟
教
区
巻
組
安
養
寺
） 

・「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
推
進
現
地
学
習
会 

日 

時 
 

平
成
二
十
九
年 

十
月
三
十
一
日
（
火
） 

内 

容 
 

「
狭
山
市
民
集
会
」
へ
の
参
加 

・
保
育
連
盟
研
修
会
（
内
容
未
定
） 

日 

時 
 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
五
日
（
水
） 

・
門
徒
総
代
研
修
会
（
地
蔵
堂
組
主
管
） 

日 

時 
 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
日
（
月
）
～
二
十
一
日
（
火
） 

会 

場 
 

弥
彦
温
泉
四
季
の
宿
み
の
や 

一
世
の
顕
如
上
人
よ
り
「
西
福
寺
」

の
寺
号
を
賜
り
ま
し
た
。 

天
保
二
年
、
第
六
世
賢
栄
の
時
に

本
堂
を
建
立
し
、
御
本
尊
（
現
存
の

お
木
像
）
を
賜
り
、
寛
文
五
年
に
は

鐘
楼
堂
及
び
墓
所
が
造
立
さ
れ
ま
し

た
。 そ

の
後
、
天
保
十
七
年
に
第
七
世

賢
意
の
と
き
に
本
堂
が
再
興
さ
れ
、 

そ
れ
以
来
、
聞
法
の
道
場
と
し
て
私

達
の
こ
こ
ろ
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
る

阿
弥
陀
様
を
ご
安
置
し
て
き
ま
し
た

が
、
雨
露
風
雪
に
よ
っ
て
段
々
と
そ

の
威
容
も
損
な
わ
れ
て
参
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
平
成
元
年
に
な
り
第

二
十
世
賢
英
に
よ
り
本
堂
の
新
築
工

事
が
始
ま
り
、
平
成
四
年
に
完
成
し
、

同
年
六
月
二
十
八
日
に
は
本
堂
落
成

慶
讃
法
要
を
勤
修
い
た
し
ま
し
た
。 

編 

集
／
浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
新
潟
教
区
委
員
会 

広
報
部
会 

〒
九
四
〇
―
二
四
〇
二 
新
潟
県
長
岡
市
与
板
町
与
板
乙
四
三
五
六 

本
願
寺
新
潟
別
院
内 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
二
五
八-

七
二-

二
一
二
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
二
五
八-

七
二-

二
五
三
六 

寺
院
巡
り 

 
 

三
条
組 

西
福
寺 

住
所 

三
条
市
西
大
崎
二
ー
二
九
ー
一
九 

電
話 

〇
二
五
六
ー
三
八
ー
七
六
一
六 

 

西
福
寺
の
開
基
は
皆
川
左
衛
門
尉
法
賢
と
い
う
武
士
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
、
法

賢
は
石
川
県
加
賀
市
大
聖
寺
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
文
明
五
年
に
本
願
寺
第
八

世
の
蓮
如
上
人
が
越
前
吉
崎
に
御
教
導
の
折
に
上
人
の
教
え
に
帰
依
し
、
御
名
号
を

奉
じ
て
仏
門
へ
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
天
正
十
八
年
八
月
、
第
四
世
は
本
願
寺
第
十 

教区・別院ホームページ↓ 

ｱﾄﾞﾚｽ：http://nkyouku.jimdo.com/ 

Email：nkyouku@aroma.ocn.ne.jp 

お知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

ＦＭながおか８０．７で配信中のラ

ジオ法話は、インターネットの繋げ

るＰＣ・スマートフォンがあれば、

どこでも視聴可能です（放送日・時

間はラジオ放送と同様）。 

下記アドレスよりご視聴ください。 

http://www.jcbasimul.com/ 
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